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3号土壊墓

1.黄褐色粘土層

2.暗握色粘上層

3.黒褐色粘土層

4.黒色粘土層

6.晴灰色粘土層

7.暗黄褐色粘土層

8.暗灰色粘土層

40号土壊墓 PL.40

2.暗灰色砂質粘土層

3.茶掘色砂層

4.青灰色粘土層

6号土壊墓

1.黄褐色粘土層  5.黒灰色粘土層

2.黒灰色粘上層  6.黄褐色砂質土層

3.黒灰褐色粘土層 7。黄褐色砂質土層

4.黒灰褐色砂質粘土層

３
号

・
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10号 土壊墓

1.暗灰色粘土層  5,黒灰色粘土層

2.灰色粘土層   6.暗灰色粘土層

3.黄褐色砂質土層 7.黄褐色粘土層

4.黒灰色粘土層  8.黄褐色粘土層
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近畿地方旧石器時代文献目録

凡  例

1。 本目録は近畿地方 (時に近隣他府県のも含む)の 旧石器時代に関する文献を集

成したものである。採録の範囲は、明治22年以降昭和50年 12月 現在までである。

2.配列の基準は、原則として時代順 とした。

3.個 々の著書・論文を記載するのは、下記の順に従った。

(A)著書の場合―一著者名 。著書名・出版年次

(B)論文の場合一―著者名・論文名 。雑誌名・巻号数・出版年次

4.単行本・雑誌名は『 』を附して、論文名「 」と区別した。

5.本文中で 〔著者名・発表年〕と表記した参考文献は、同一年に同一著者が2つ

以上発表した場合にのみ、A・ B・ Cと よびわけ、本文献目録では末尾に記し、

文寸照できるようにした。

6.本目録作製に当って、必要な書物の借覧・検索・複写には、原日正三先生をは

じめ、石神恰 。田代克己・堀江門也・松下晴子・松本豊胤・真野修等の諸氏に特

にお世話になった。記して厚く感謝したい。



明治22年 (1889)

・ 山崎直方「河内に於ける石器時代遺跡の発見」(『東京人類学会雑誌』第39号、5月 )

・  ク 「河内国に石器時代の遺跡を発見す」(『    ク   』第40号、6月 )

明治24年 (1891)

・ 山崎直方「雑報」(『東京人類学会雑誌』第59号 )

明治25年 (1892)

・ 山崎直方「河内に於ける石器の新発見地」(『東京人類学会雑誌』第73号、4月 )

・  ク 「京摂地方古跡指明図に就て」 (『    ク   』第80号、m月 )

明治29年 (1896)

・足立文太郎「人類学瑣談」(『東京人類学会雑誌』第119号 、2月 )

明治31年 (1898)

・ 浜田耕作「考古材料」(『東京人類学会雑誌』第147・ 148号 、6月 。7月 )

明治32年 (1899)

・浜田耕作「和泉に於ける石器」(『東京人類学会雑誌』第156号 、3月 )

明治33年 (1900)

・浜田耕作「南河内地方に於ける石器時代遺跡と古墳」(『東京人類学会雑誌』第174号 、9月 )

明治34年 (1901)

・清野謙次「河内国南河内郡国府村石器時代遺跡に就きて」(『考古界』第 1編第2号、7月 )

明治35年 (1902)

・ 原田正彦「河内の遺物」(『東京人類学会雑誌』第191号 、2月 )

大正 6年 (1917)

・喜田貞吉「南河内郡古代遺跡に就いて」(『大阪府史蹟調査委員会報』第4号、3月 )

。大阪毎日新聞記事「三千年前の人骨」(『大阪毎日新聞』、6月 8日 )

・    ク   「石器時代遺跡の学術的発掘収獲」(『   ク  』、6月 9日 )

・ 浜田耕作「河内国府の石器時代の追跡 (上 )。 (下 )」 (『大阪朝日新聞』、6月 9日 ・10日 )

・岩井武俊「石器時代遺蹟調ど 1)～¢〕」(『大阪毎日新聞』、7月 26日 ～8月 19日 )

。大阪毎日新聞記事「又も二千年前の人骨発掘」(『   ク  』、8月 13日 )

。鳥居龍蔵「有史以前の日本 1)～位0」 (『   ク  』、8月 28日 ～9月 7日 )

・  ケ 「畿内の石器時代(1)～ (9泊 (『   ク  』、9月 17日 ～27日 )

・本山彦―「開会の辞 (8月 1日 浜寺講演会にて)」 (『人類学雑誌』第32巻第9号、9月 )



・ 鳥居龍蔵「閑却されたる大和国 (同会にて )」 (   ク   )
・  ″ 「畿内の石器時代に就て」(       ク   )
・  ク 「再び思ふ事を」(           ク   )
。岩井武俊「糸己和河泉諸国に於てなせし事ども」(  ク   )
。大阪毎日新聞記事「河内国府遺跡調ど 1)～ 20。 (補遺 )」

(『大阪毎日新聞』10月 15日 ～11月 8日 ・22日 )

。鳥居龍蔵「河内国府の新発掘に就て(1)～ (9池 (『東京日日新聞』、11月 22日 ～30日 )

・ 小金井良精「河内国南河内郡道明寺村大字国府字乾の石器時代遺跡より発掘せる人骨」

(『人類学雑誌』第32巻 第12号、12月 )

大正 7年 (1918)

。梅原末治「昨年の史学地理学界(考古学 )」 (『史林』第3巻第 1号、 1月 )

・ 小金井良精「日本石器時代人に上犬歯を抜き去る風習ありしことに就て」

(『人類学雑誌』第33巻第 2号、2月 )

・ 鈴木文太郎「肥後轟貝塚河内導明寺等にて発掘せる人骨に就て」

(『人類学雑誌』第33巻第 3号、3月 )

。大阪毎日新聞記事「石器時代研究の新学説」 (『大阪毎日新聞』、4月 24日 )

。鳥居龍蔵『有史以前の日本』、7月

・ 浜田耕作「河内国府石器時代遺跡発掘報告」

(『京都帝国大学文科大学考古学研究報告』第 2冊、7月 )A

・ 鈴木文太郎「河内回府肥後轟等にて発掘せる人骨に就いて報じ併せて石器時代の住民に

及ぶ」

(『京都帝国大学支科大学考古学研究報告』第 2冊、7月 )

・ 松村瞭「(雑報)京都文科大学考古学研究報告第 2冊」(『人類学雑誌』第33巻第 8号、8月 )

。岩井武俊「河内国府第 4回発掘調雹 1)～ (10」 (『大阪毎日新聞』、8月 1日 ～9月 5日 )

・ 喜田貞吉「河内国府石器時代遺跡発掘報告を読む」(『史林』第 3巻第4号、10月 )A

・  ク 「河内回府遺跡最古の住民」 (『歴史地理』第32巻第 4号、10月 )B
・ 浜田耕作「京都大学考古学研究報告書に就いて」 (『歴史と地理』第 2巻第 4号、10月 )B

・ 喜田貞吉「古代アイヌ族の墳墓」 (『歴史地理』第32巻第 6号、12月 )C

大正 8年 (1919)

。梅原末治「昨年の史学地理学界(考古学)」 (『史林』第4巻第 1号、 1月 )

・  ク 「昨年の考古学界」 (『 考古学雑誌』第 9巻第 6号、2月 )

・ 大阪毎日新聞記事「衣縫の遺跡発掘」 (『大阪毎日新聞』、4月 8日 )

。    ″   「発掘人骨の切こみ歯の研究」 (『   ク  』、4月 10日 )

・ 喜田貞吉「河内国石器時代遺跡発掘の一種の土器」(『民族と歴史』第 1巻第 6号、6月 )

。大野雲外「河内国府発見耳飾石環に就いて」 (『
  ク  』第 2巻第2号、8月 )

・ 小金井良精「日本石器時代人の歯牙を変形する風習に就て」

(『 人類学雑誌』第34巻第11号 。12号、11月 。12月 )



大正 9年 (1920)

・ 梅原木治「大正 8年の考古学会の回顧」 (『考古学雑誌』第10巻 第 6号、2月 )

・ 大串菊太郎「津雲貝塚及国府石器時代違跡に対する二・三の私見」

(『民族と歴史』第 3巻第4号、 3月 )

・ 浜田耕作・辰J馬悦蔵「河内国府石器時代遺跡第 2回発掘報告」

(『 京都帝国大学文学部考古学研究報告』第 4冊、9月 )

。長谷部言人「河内国府石器時代人骨調査」(    ク    )
・ 浜田耕作「遺物遺跡から見た上代の近畿地方」 (『京阪文化史論』、11月 )

大正 10年 (1921)

・ 梅原末治「大正 9年の我が考古学会」 (『 考古学雑誌』第11巻第7号、3月 )

大正 11年 (1922)

・ 中川泉三編『近江蒲生郡志』巻壱、3月

・ 清野謙次「考古漫録 (― )」 (『 民族と歴史』第 7巻第 3号、3月 )

・  ク 「  ″ (五 )」 (『  ク 』第 8巻第 2号、8月 )

・ 梅原木治『鳥取県下に於ける有史以前の遺跡』 (『鳥取県史蹟勝地調査報告』第 1冊、11月 )

大正12年 (1923)

・小金井良精「日本石器時代人の埋葬状態」(『 人類学雑誌』第38巻第1号 、1月 )

。梅原末治「井手発見の石器と両大塚古墳」(『京都府史蹟勝地調査会報告』第4冊、6月 )

大正14年 (1925)

。清野謙次『日本原人の研究』、4月

・鳥居龍蔵『有史以前の日本』(新版)、 5月 A

・ 浜田耕作「考古学上及美術史上より観たる大阪地方」(『大阪文化史』、8月 )

・鳥居龍蔵『人類学上より見たる我が上代の文化』、10月 B

大正15年 (1926)

・ 小金井良精『人類学研究』2月

・ 中川泉三編『近江栗田郡志』巻壱、3月

・ 清野謙次・宮本博人「国府石器時代人人骨の人類学的研究」

(『人類学雑誌』第41巻第 8号、 8月 )

・ 山口高等学校歴史教室『山口高等学校歴史教室陳列品目録』9月

昭和 3年 (1928)

・小金井良精「人類学上より見たる日本民族」(『人類学雑誌』第43巻第4号、3月 )

。清野謙次『人類起源論』 4月

・ 島田貞彦『有史以前の日本』 (『滋賀県史蹟調査報告書』第 1冊、4月 )

lV



・ 東京帝国大学『日本石器時代遺物発見地名表(第 5版 )』 10月

昭和 4年 (1929)

・ 中川泉三編『近江愛智郡志』第 1巻、4月

昭和 5年 (1930)

・ 直良信夫「河内国府発見の縄紋式土器片」 (『 人類学雑誌』第45巻 第 9号、9月 )

・ 浜田耕作「河内導明寺附近に就て」 (『 大阪史談会報』第 6号、9月 )

。中谷治宇二郎『日本石器時代文献目録』10月

昭和 6年 (1931)

・ 樋口清之「大和二上石器製造遺跡研究 (レ ジュメ)」 (『 上代文化』第 4・ 5合併号、2月 )

・ 直良信夫「播磨国西八木海岸洪積層中発見の人類遺品(1)。 (2池

(『 人類学雑誌』第46巻第 5号・ 6号、5月 。6月 )

・ 鳥居龍蔵「直良氏播磨発見の所謂旧石器時代の石器に就いて」 (『 上代文化』第 6号、7月 )

昭和 7年 (1932)

。太田陸郎「神戸市の史前遺跡」 (『 考古学』第 3巻第2号、5月 )

。大山柏「欧州旧石器編年の過程」 (『史前学雑誌』第4巻第 2号、7月 )

・ 清野謙次「日本古代の住民に就て」 (『 日本学術協会報告』第 7巻第 4号、11月 )

昭和 8年 (1933)

。大山柏『日本旧石器文化存否研究』 (『 史前学雑誌』第 4巻第 5。 6号代冊、3月 )

・ 貫井力太郎「日本洪積期の人類生活」 (『歴史科学』第 2巻第 7号、9月 )

昭和 9年 (1934)

。大山柏「日本石器時代の生業生活」 (『 改造』第16巻 第 1号、1月 )

。喜田貞吉「多糸己郷土史話・序」(福原潜次郎『多紀郷土史話』、10月 )

・ 清野謙次「日本民族一 日本人種論の変遷一」 (『岩波講座東洋思潮』、11月 )

昭和 10年 (1935)

・浜田耕作「日本原始文化」 (『岩波講座日本歴史』、1月 )A

・ 木永雅雄『本山考古室要録』 2月

・ 寺村寅二郎「国府人上肢骨の研究」 (『 人類学雑誌』第50巻第 3附録、3月 )

・  ″  「国府人下肢骨の研究其一」 (『  ク  』第50巻第 4附録、4月 )

・  ク  「    ク    其二」 (『
  ク  』第50巻第 5附録、7月 )

。  ク  「国府人四肢管状骨横断面の研究」 (『   ク  』第50巻第 6附録、6月 )

・  ク  「四肢骨に於ける人類学的計測値の総合的比較より観たる国府石器時代人」

(『 人類学雑誌』第50巻第 4号、4月 )



・ 直良信夫「日本旧石器時代研究の昨今」 (『考古学』第 6巻第 2号 。7号、2月 ・7月 )

。浜田耕作「石鏃の思出話」 (『 ドルメン』第4巻第 6号、6月 )B
・ 清野謙次「僕の考古史」(   ク   )
・ 清野謙次・金関丈夫『日本石器時代人種論の変遷赳11月

・ 小牧実繁「旧石器時代に関する知識の伝流」 (『立命館35周年記念論文集』文学篇、11月 )

・ 浜田耕作「考古学教室の思い出」 (『 京都帝国大学文学部30周年史』、11月 )C

昭和11年 (1936)

・ 樋口清之『大和竹之内石器時代遺跡』 1月

。中野勇他「 (座談会)日 本石器時代文化の源流と下限を語る」 (『 ミネルヴァ』倉」刊号、2月 )

・ 直良信夫「日本の最新世と人類発達史」 (『 ミネルヴァ』第 1巻第4号、5月 )

・爾津正志「原始日本の人類とその系譜」 (『歴史学研究』第 6巻第11号、11月 )

昭和 12年 (1937)

・ 直良信夫「亜細亜の旧石器時代瞥見」 (『歴史公論』第 6巻第 1号、 1月 )

・ 中山英司「河内国国府の石器時代人に就いて」

(『 東京人類学会日本民族学会聯合大会第 2回記事』、3月 )

。清野謙次『踏まぬ影』 5月

・ 三沢章「日本考古学の発達と科学的精神j

(『唯物論研究』第11巻第60号 。62号 、10月 。12月 )

昭和 13年 (1938)

・ 大場磐雄「伊勢国発見の縄文式遺物」 (『史前学雑誌』第10巻第 1号、 1月 )

・ 八幡一郎「先史時代の交易」 (『 人類学・先史学講座』第 2巻、6月 )

。三森定男「日本先史文化に関する諸問題」 (『 考古学論叢』第 7輯、6月 )

昭和 15年 (1940)

・藤野勝弥「河内鷹ノ巣山遺跡」(『考古学』第11巻第3号、3月 )

・ 紅野芳雄『考古小録』 4月

・ 福原潜次郎「摂津武庫郡甲山北五ケ山石器製作場遺跡について」

(『考古学雑誌』第31巻 第 1号、12月 )

昭和 16年 (1941)

。小林行雄「縄文式石器資料追補」(『 考古学』第12巻第1号、1月 )

昭和 17年 (1942)

。梅原末治他「中河内郡孔舎衛村日下遺跡」

(『大阪府史蹟名勝天然記念物調査報告』第12輯、3月 )

・Ⅵ



昭和 18年 (1943)

。小林行雄・藤岡謙次郎「石器類」

(『 大和唐古弥生式遺跡の研究』京都帝国大学文学部考古学研究報告第16冊・4月 )

・ 直良信夫「淡路吹上砂丘の遺蹟」 (『 近畿古代文化叢考』、10月 )

昭和 19年 (1944)

。清野謙次『日本人種論変遷史』 2月

・ 木永雅雄『宮滝の遺跡』 (『奈良県史蹟名勝天然記念物調査会報告』第15冊、3月 )

・ 立命館大学地理学同好会編『生駒山脈』4月

昭和 22年 (1947)

・ 清野謙次『日本歴史のあけぼの』

・ 直良信夫「日本に於ける旧石器時代文化」 (『 あんとろぽす』第 2巻第2号、9月 )

・ 豊元国「日本の細石器文化」(   ク   )

昭和 23年 (1948)

。長谷部言人「明石市附近西八木最新世前期堆積出土人類腰骨 (石膏形 )の 原始性に就いて」

(『 人類学雑誌』第60巻第 1号、7月 )

・ 直良信夫「日本にいた原人の骨」 (『 科学画報』第37巻第11・ 12号、12月 )

・ 浅田芳郎「ニッポンナントロプス・アカシエンシェスに就て」

(『播磨郷土文化』第 2号、12月 )

昭和24年 (1949)

・ 島田清「所謂「明石原人」発掘現場を見学して」 (『 志佐波』第 2巻第 2号、 2月 )

・ 高井冬二「所謂ニッポンナントロプスの産出層について」

(『 人類学雑誌』第60巻第 3号、 4月 )

・ 渡辺仁「ニッポンナントロプス層の自然破砕礫」(   ″   )
。長谷部言人「日本民族の成立」 (『新日本史講座』原始時代、 6月 )

昭和25年 (1950)

。杉原荘介「岩宿の旧石器」(『 科学朝日』第10巻第7号、7月 )

・渡辺直経「明石西郊合化石層に於ける骨の保存可能性」

(『 人類学雑誌』第61巻第4号、10月 )

・直良信夫「日本で洪積世人骨を発見」(『科学朝日』第10巻第12号、12月 )

昭和26年 (1951)

・直良信夫「仮石人類の遺骨をたずねて」(『早稲田学報』復刊第 5巻第7号、7月 )

・長谷部言人『日本人の祖先』12月

Wll



昭和27年 (1952)                    |
・ 直良信夫「栃木県葛生発見洪積世人類の遺骸」(『人類学雑誌』第62巻第3号、3月 )

・ 増田精―・直木孝次郎「(1951年の歴史学界一回顧と展望― )古代 (考古学)

(『史学雑誌』第61編第 5号、5月 )

昭和 28年 (1953)

・ 鳥居龍蔵『ある老学徒の手記』 1月

・ 増田精―「(1952年の歴史学界一回顧と展望― )古代 (考古学 )」

(『史学雑誌』第62編第 5号、5月 )

・ 清野謙次『(増補版)人類の起源』 8月

・ 杉原荘介「日本における石器文化の階梯について」 (『考古学雑誌』第39巻 第 2号、8月 )

・ 藤原光輝「大阪関係考古学著書論文目録」 (『 ヒス トリア』第 6号・7号、3月 ・ 8月 )

昭和 29年 (1954)

・ 直良信夫『日本旧石器時代の研究』 (『早稲田大学考古学研究報告』第 2号、 1月 )

・ 杉原荘介「日本原始時代の理解」 (『歴史教育』第 2巻第 3号、 3月 )A
・ 八幡一郎「 (研究の趨勢)縄文式文化遺跡調査の大勢」 (『 日本考古学年報』 2、 4月 )

・ 曽野寿彦・吉田章一郎「(1953年 の歴史学界一回顧と展望― )考古学」

(『史学雑誌』第63編第 5号、5月 )

・ 芹沢長介「関東及中部地方に於ける無土器文化の終木と縄文文化の発生とに関する予察」

(『駿台史学』第4号、9月 )

・ 清野謙次『日本考古学 。人類学史』上巻、9月

・ 鎌木義昌「瀬戸内における無土器文化の存否について」

(『 日本考古学協会第14回総会発表要旨』、10月 )

・ 杉原荘介「日本石器文化の段階」

(『地質学研究連絡委員会第4紀′
!ヽ委員会日本支部連絡紙』第 1号、12月 )B

・ 相沢忠洋他「 (座談会)わ が国の旧石器問題」 (『西郊文化』第10輯、12月 )

昭和 30年 (1955)

。清野謙次「日本民族の生成」 (『歴史教育』第 3巻第 3号、3月 )

・ 八幡一郎「 (研究の趨勢)先縄文式文化」 (『 日本考古学年報』 3、 4月 )

・ 清水潤三・吉田章一郎「(1954年 の歴史学界一回顧と展望― )先史 。原史

(『史学雑誌』第64編第 5号、5月 )

・ 松本清張「石の骨」 (『別冊文芸春秋』第48号 、10月 )

・ 八幡一郎「研究の趨勢)先縄文式文化」((『 日本考古学年報』 4、 12月 )

昭和 31年 (1956)

・ 杉原荘介「縄文文化以前の石器文化」 (『 日本考古学講座』第 3巻縄文文化、2月 )A
・ 松本俊吉「石器時代文化の展開」 (『 二上村史』、3月 )

・Ⅵ



・ 鎌木義昌「岡山県鷲羽山追跡調査略報」 (『石器時代』第 3号、3月 )A

・ 加藤晋平・倉田芳郎「 (1955年の歴史学界一回顧と展望― )先史・原史」

(『史学雑誌』第65編第 5号、5月 )

・ 杉原荘介「日本の始源文化」(『図説日本文化史大系』第 1巻、7月 )B

・ 芹沢長介「日本最古の文化」 (『科学読売』第 8巻第 9号、9月 )A

・ 杉原荘介『群 ,焉県岩宿発見の石器文化』

(『 明治大学文学部研究報告 考古学』第 1冊、9月 )C

・ 鈴木敏雄「伊勢 。志摩における縄文以前の文化」 (『二重の文化』第 5号、10月 )

・ 武藤誠「遺物遺跡から見た古代の声屋地方」 (『芦屋市史』本編、11月 )

・ 鎌木義昌「西日本無土器文化研究の概要」

(『 日本考古学協会第18回総会研究発表要旨』、11月 )B

・ 芹沢長介「日本に於ける無土器文化」 (『人類学雑誌』第64巻第 3号、 月)B

日召禾日32年  (1957)

・ 鎌木義昌「香川県井島追跡一瀬戸内における細石器文化一」 (『石器時代』第 4号、3月 )A

・ 岩野見司「伊勢・志摩における無土器文化」(   ク   )
。杉原荘介「 (研究の趨勢)先縄文式文化」 (『 日本考古学年報』 5、 3月 )

・ 木永雅雄他「日本文化の “あけぼの"二上山」 (『朝日新聞』、3月 8日 夕刊 )

・ 芹沢長介『無土器文化』(『考古学ノー ト』第 1巻、4月 )A

・ 戸沢充則 。甘米白健「 (1956年の歴史学界一回顧と展望― )先史・原史」

(『史学雑誌』第66編第 5号、5月 )

・ 芹沢長介「日本における無土器文化の起源と終末についての覚書」

(『私たちの考古学』第 4巻第 1号、6月 )B

・ 鎌木義昌「西日本の無土器文化一特に瀬戸内を中心として一」(   ク   )B

・ 小野忠熙「本)‖ 島の西端地方における無土器文化の石器とその発見地 (予報 )」 ( ク )

・ 戸沢充則「切出形石器をめぐる問題」 (『 貝塚』第68号、9月 )

・ 増田重信「播磨福本遺跡の押型文土器」 (『兵庫史学』第13号、9月 )

・ 島五郎・山内清男・鎌木義昌「河内国府追跡略報」

(『 日本考古学協会第20回総会研究発表要旨』、10月 )

・ 橿原考古学研究所『二上山総合分布調査』

昭和 33年 (1958)

・ 鎌木義昌「岡山県児島市鷲羽山遺跡」(『 日本考古学年報』 7、 3月 )A

・  ク 「香川県香川郡井島鞍掛遺跡」(   ク   )

・芹沢長介「(研究の趨勢)蕪土器文化時代」( ク   )

・ 岡本勇・麻生優編『日本石器時代綜合文献目録』4月

・芹沢長介「(1957年の歴史学界一回顧と展望―)先史・原史」

(『 史学雑誌』第67編第5号、5月 )

・ 森浩―・堀田啓一「大阪府大和川川底出土の石器」(『 古代学研究』第19号、8月 )



・ 芹沢長介「旧石器時代の日本」 (『 自然』第13巻第10号、10月 )

・ 山内清男・島五郎・鎌木義昌「河内国府遺跡調査略報」

(『 日本人類学会日本民族学協会連合大会第12回記事』、10月 )

・ 片山長三「枚方台地の先史遺跡」 (『畿内歴史地理研究』、12月 )

昭和 34年 (1959)

・ 角田文衛「無土器文化の名称について」 (『 古代文化』第 3巻第 1号、 1月 )A
・ 芹沢長介「(研究の趨勢)無土器文化時代」 (『 日本考古学年報』 8、 3月 )A
・ 鎌木義昌「香川県綾歌郡城山遺跡」(   ク   )A
・ 杉原荘介・吉田格・芹沢長介「東京都茂呂における関東ローム層中の石器文化」

(『駿台史学』第 9号、3月 )

・ 芹沢長介 。中村一郎・麻生優『神山』 3月

・ 直良信夫『人類発達史』 4月

・ 松沢亜生「石器研究におけるテクノロジーの一方向」 (『 考古学手帖』第 7号、4月 )

・ 中野尊正・小林国夫『日本の自然』 (『岩波新書』346、 5月 )

・ 鎌木義昌「細石器問題の進展 (そ の 3)」 (『貝塚習第88号、5月 )B
・ 高橋邦彦「讃岐の無土器文化についての覚え書より」 (『愛媛考古学』第 2巻第 1号、5月 )

・ 角田文衛「旧石器 。中石器文化」 (『世界史大系』、1、 5月 )B
・ 芹沢長介「ローム層に潜む文化」 (『世界考古学大系』、1、 6月 )B
・ 小林行雄「国府遺跡」 (『 図解考古学辞典』、6月 )

・ 芹沢長介「日本最古の文化と縄文土器の起源」 (『科学』第29巻第 8号、8月 )C
・ 高桑糸し。坂東聴司「国分台の地形 。地質と旧石器文化遺跡」

(『香川大学学芸学部研究報告』(第 1部 )第 12号、8月 )

・芹沢長介「新潟県荒屋遺跡における細石刃文化と荒屋形彫刻刀について」

(『第四紀研究』第 1巻第 5号、9月 )D
・ 西川宏・杉野文一「岡山県玉野市宮田山西地点の石器」 (『 古代吉備』第 3号、10月 )

・ 堀田啓一「大阪府四条畷町岡山出土の石器」 (『 古代学研究』第21・ 22号 、11月 )

・ 鎌木義昌「香川県城山遺跡出土の石器」 (『古代学』第 8巻第 3号、12月 )C
・ 川畑迪「国分台の無土器文化石器」 (『文化財協会報』第 4号 )

・福家惣衛「国分台の無土器文化について」 (『讃岐公論』第39巻 )

昭和 35年 (1960)

・芹沢長介「細石器問題の進展 (そ の 4)」 (『貝塚』第96号、 1月 )A
・ 大井晴男「 (1959年度の日本考古学界(1))無土器文化」 (『 貝塚』第97号 、2月 )

・ 京都大学文学部『京都大学文学部博物館考古学資料目録第 1部』 3月

・ 直良信夫『日本の誕生』 4月

・ 鈴木尚『骨』 5月

・ 上里訂圭也「(1959年の歴史学界一 回顧と展望― )先史 。原史

(『 史学雑誌』第69編第 5号、5月 )



・ 榎本金之邑「東京都溜淵遺跡」 (『 人類学雑誌』第68巻第 1号、5月 )

・ 松沢亜生「石器研究におけるテクノロジーの一方向 (Ⅱ )」 (『 考古学手帖』第12号、5月 )A

・ 芹沢長介『石器時代の日本』 6月 B

・ 片山長三「北河内のプレ縄文遺跡と遺物」 (『河内地方史』 1、 6月 )

・鎌木義昌「日本列島の生成」「先縄文文化の変遷」「打製石器にみる生活技術」

(『 図説世界文化史大系』第20巻 、7月 )

・ 小林行雄「国のまほろば」 (『風土記日本』 3近畿篇、10月 )

・ 松沢亜生「長野県諏訪北踊場石器群」 (『 第四糸諏汗究』第 1巻第 7号、10月 )B

・鹿間時夫『石になったものの記録』(角 川新書)11月

。安井良三「亀岡地方のあけばの」 (『亀岡市史』上巻、11月 )

。杉原荘介・戸沢充則「先土器時代の日本」 (『 Acta Asianca』 第 1号 )

昭和36年 (1961)

・芹沢長介「無土器文化」(『 日本歴史』第152号、2月 )A
・ 小林達雄「有音尖頭器」 (『歴史教育』第 9巻第 3号、3月 )

・ 八幡一郎「(研究の趨勢)先縄文式文化の研究」 (『 日本考古学年報』 9、 3月 )

。西田彦―「(生駒の追跡 )西斜面及び枚方台地」 (『生駒山地の人文地理』、3月 )

・ 梅本茂一「四日市の考古遺跡」 (『四日市市史』、3月 )

・ 末永雅雄「大阪地方の縄文文化」 (『上方文化』倉J刊号、5月 )

・ 芹沢長介「(1960年の歴史学界一回顧と展望― )先史 。原史」

(『史学雑誌』第70編第 5号、5月 )B

・ 高橋邦彦「坂出市与島町西方及東方追跡の調査報告」

(『香川県文化財保護協会特別号』 5)

・ 畠山鼎『香川県考古学会報告』第 1集

昭和 37年 (1962)

・ 芹沢長介「日本の旧石器文化と縄文文化」 (『古代史講座』第 2巻、2月 )A

・ 島五郎「大阪府国府遺跡出土の抜歯を伴 う叉状研歯人骨追加資料」

(『 近畿古文化論孜』、3月 )

・ 澄田正一「伊勢湾沿岸の画文帯神獣鏡について」 (『近畿古文化論孜』、3月 )

・ 西村正衡「(研究の趨勢)先縄文文化」 (『 日本考古学年報』、11、 3月 )

・ 芹沢長介「旧石器時代の諸問題」 (『岩波講座日本歴史』、1、 4月 )B

・ 角田文衛「岩宿文化研究の問題点」 (『 古代文化』第8巻第4号、5月 )

・ 大井晴男「(1961年の歴史学界一回顧と展望― )先史 。原史 (無土器文化 )」

(『 史学雑誌』第71編第 5号、5月 )

・ 藤森栄―・戸沢充則「茶臼山石器文化」 (『 考古学集刊』第 1巻第 4号 、6月 )

・ 滝沢浩「埼玉県市場坂遺跡略報」 (『 考古学手帖』第15号、7月 )

・ 鎌本義昌「無土器文化・縄文文化」 (『 家島群島』、9月 )A

・  ク  「無土器時代の岡山」 (『 岡山市史』古代編、10月 )B
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・ 国学院大学考古学会『無土器文化から縄文文化の確立まで』

(『倉」立80周年記念若木祭展示目録』、11月 )

・ 末永雅雄「国府遺跡」 (『 日本考古学辞典』、12月 )

・ 奥義次「南勢に於ける無土器文化遺跡の概要」 (『 おじか』別冊 )

昭和 38年 (1963)

・ 小林行雄「考古学史日本」 (『世界考古学大系』第16巻、2月 )

。鈴木尚『日本人の骨』 (『岩波新書』477、 2月 )

・ 中川成夫「(学界展望 )昭和37年 の日本考古学界をかえりみて」

(『歴史教育』第11巻第3号、3月 )

・ 片山長三「先縄文 (無土器)か ら縄文時代まで」 (『 交野町史赳、 3月 )

・ 麻生優「(研究の趨勢)無土器時代」 (『 日本考古学年報』10、 3月 )

。秋山泰「徳島県の無土器時代 (旧石器時代)遺跡」 (『徳島県史普及版』 3月 )

・ 芹沢長介「無土器時代の地方色」 (『 国文学解釈と鑑賞』第28巻 第 5号、 4月 )A
・ 江坂輝弥「(1962年の歴史学界一回顧と展望― )先史 。原史

(『 史学雑誌』第72編第 5号、5月 )

・ 白滝団体研究会『自滝遺跡の研究』 5月

・ 紅村弘『東海の先史遺跡』綜括編、5月

・ 神戸女子商業高校歴史クラブ『大歳山』 5月

・ 直良信夫『古代人の生活』 7月

・ 芹沢長介「石のナイフで生活革命」 (『太陽』第 2号、8月 )B
・ 加藤稔・佐藤4貞宏「山形県越中山遺肋略報」 (『石器時代』第 6号、 8月 )

・ 樋口清之『日本人の起源』10月

・ 杉原荘介「(研究の趨勢)先縄文式文化時代」 (『 日本考古学年報』 6、 10月 )

・ 奥義次「相可牟山遺跡試掘調査略報」 (『牡鹿』第 2号 )

昭和 39年 (1964)

・伊達宗泰「(学界の趨鉢)先縄文文化」 (『 日本考古学年報』12、 3月 )

・ 坂詰秀―「(学界展望 )昭和38年 の日本先史考古学界」 (『歴史教育』第12巻第 3号、3月 )

・ 服部貞蔵「狩と漁の生活」 (『二重県史』、3月 )

・ 柏倉亮吉編『山形県の無土器文化』 3月

・ 戸沢充則「矢出川遺跡」 (『考古学集刊』第 2巻第 3号、4月 )

・ 末永雅雄『考古学の窓一 日本古代文化を探る一』 5月

・ 岡本勇「(1963年の歴史学界一回顧と展望― )先史 。原史」

(『 史学雑誌』第73編第 5号、5月 )

・ 国学院大学考古学第 1研究室『伊勢見山遺跡調査慨報』 5月

・ 近藤義郎「戦後日本考古学の反省と課題」 (『 日本考古学の諸問題』、6月 )

・ 滝沢浩「尖頭器」 (『 考古学手帖』、第23号 、7月 )A
・ 小林行雄 。佐原真『紫雲出』 9月
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・ 滝沢浩「ナイフ形石器の機能について」 (『 下総考古学』第 1号、10月 )B

・ 四手井晴子・田代克己 。西谷正「大阪府高槻市塚原遺跡発見の石器について」

(『古代学研究』第39号、12月 )

・ 滝沢浩「 本州における細石器文化の再検討」 (『物質文化』第 3号 )C

日召不日40年  (1965)

・ 芹沢長介「無土器文化の編年について」 (『 考古学研究』第11巻第 3号、 1月 )A

・ 早川正一 。奥義次「二重県石神追跡出土の石器群」 (『 考古学雑誌』第50巻第 3号、1月 )     |

|・ 上田哲也他『播磨大中』 2月

・ 角田文衛「日本旧石器時代研究の祝角」 (『歴史教育』第13巻第 3号、3月 )

・ 鎌木義昌「西日本の細石刃文化」(   ク   )A

・ 小林達雄「(学界展望 )日 本旧石器文化研究の動向」(  ク  )

・ 芹沢長介「(学界の趨勢)先縄文文化」 (『 日本考古学年報』13、 3月 )B

・ 大井晴男「日本の石刃石器群 “Blade lndustry"に ついて」 (『物質文化』第 5号、4月 )

・ 戸沢充則「先土器時代における石器群研究の方法」 (『信濃』第17巻第 4号、4月 )

・ 杉原荘介「先土器時代の日本」 (『 日本の考古学』 I、 5月 )

・ 鎌木義昌「刃器文化」(   ク   )B

・ 鎌木義昌・高橋護「瀬戸内海地方の先土器時代」(  ク  )C

・ 大井晴男「(1964年の歴史学界一回顧と展望― )先史 。原史」

(『史学雑誌』第74編第 5号、6月 )

。近藤義郎「後氷期における技術的革新の評価について」

(『 考古学研究』第12巻第 1号、6月 )

・ 近藤義郎「後氷期における新しい道具」 (『世界歴史』第 1巻、8月 )

・ 杉原荘介「尖頭器石器文化の研究」 (『 明治大学人文科学研究所年報』第 6号、10月 )

・ 藤森米一『旧石器の狩人』11月

・ 森浩一「日本列島と日本人の起源」 (『和泉市史』第 1巻、11月 )

・ 小島俊次『奈良県の考古学』12月

。加古川東高等学校地歴部「山之上遺跡」 (『 ナイル』第12号 )

昭和 41年 (1966)

・ 芹沢長介「最初の住民たち―旧石器時代一」 (『 日本人の原像』、1月 )A

・ 藤井直正「先糸電文 。縄文文化」 (『枚岡市史』第 3巻史料篇 1、 3月 )A

・ 村川行弘「朝日ケ丘先土器遺跡」 (『 芦屋市文化財調査報告』第 4集、3月 )A

・ 湊正雄・井尻正三『日本列島第二版』(『岩波新書』589、 3月 )

・ 坂詰秀―「(学界の趨勢)先縄文時代」 (『 日本考古学年報』14、 3月 )

・ 大井晴男「(書評)杉原荘介編『先土器時代』」 (『 考古学研究』第12巻第 4号、3月 )

・ 渡辺誠「(学界動向)1965年 における日本原始考古学界の動向」

(『歴史数育』第14巻第 3号、3月 )

・ 芹沢長介「新潟県中林遺跡における有舌尖頭器の研究」
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(『 東北大学日本文化研究所研究報告』第 2集、3月 )

・ 末永雅雄「狭山町出上の石器」 (『狭山町史』第 2巻史料篇、4月 )

・藤本強「(1965年の歴史学界一回顧と展望― )先史・原史」

(『史学雑誌』第75編第 5号、5月 )

・ 藤井直正『枚岡の文化財』(パ ンフレット)6月 B

・ 芹沢長介「日本の旧石器 1)～ 10」

(『考古学ジャーナル』第 1号～第20号、昭和41年 10月 ～昭和43年 5月 )C
・ 戸沢充則・杉原荘介・大塚初重「日本における細石器文化の研究」

(『 明治大学人文科学研究所年報』第 7号、9月 )

・ 村川行弘「縄文式文化時代の尼崎」 (『尼崎市史』第 1巻、10月 )B
・ 間壁蔑子「高梁川下流域の無土器時代遺跡」 (『倉敷考古館研究集報』第 2号、11月 )

。寝屋川市役所『寝屋川市誌』11月

・ 岡本稔「淡路縄文式、弥生式遺跡遺物の分布」 (『淡路地方史研究』第 3号 )

日召禾日42年  (1967)

・ 藤井直正「原始時代の枚岡」 (『枚岡市史』第 1巻本編、1月 )

・ 村川行弘『田能』 2月

・ 片山長三「先土器時代」 (『枚方市史』第 1巻、3月 )

・ 堅田直「弁天山B4号墳」 (『大阪府文化財調査報告』第17輯、3月 )

・ 芹沢長介「日本における旧石器の層位的出土例とC14年代」

(『東北大学日本文化研究所研究報告』第 3集、3月 )

・ 日本考古学協会洞穴調査特別委員会『日本の洞穴遺跡』 3月

・ 江坂輝弥『日本文化の起源』 (『講談社現代新書』108、 3月 )

・ 麻生優「(学界の趨勢)先土器時代」 (『 日本考古学年報』15、 3月 )

・ 塩野博「(学界動向)昭和41年 の日本考古学界」 (『歴史教育』第15巻第 3号、3月 )

・ 芹沢長介「(1966年の動向)十日石器時代」 (『 考古学ジャーナル』第 7号、 4月 )B
・ 杉原荘介「日本先土器時代の新編年に関する試案」 (『信濃y第 19巻第4号、4月 )A
・ 芹沢長介「旧石器時代の終末と土器の発生」(   ク   )C
・ 小林達雄「長野県西筑摩郡開田村柳又遺跡の有舌尖頭器とその範型」(   ″   )
・ 菊地徹夫「(1966年の歴史学界一回顧と展望― )先史・原史

(『 史学雑誌』第76編第 5号、5月 )

。杉原荘介「先土器時代を探る」 (『 日本歴史シリーズ』第 1巻、 5月 )B
・ 亀井節夫『日本に象がいたころ』(『岩波新書』645、 5月 )

・ 澄田正一「伊勢湾沿岸に分布するサヌカイト (讃岐岩)について」

(『木永先生古稀記念古代学論叢』、10月 )

・ 末永雅雄「石器文化」 (『狭山町史』第 1巻本文編、11月 )

・ 小林行雄 F女王国の出現』 (『国民の歴史』 1、 12月 )

o戸沢充則「先土器時代文化の構造」 (『 明治大学大学院紀要』第 5集、12月 )
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日召琴日43年  (1968)

・ 間壁蔑子「香川県坂出市櫃石島採集の石器」 (『倉敷考古館研究集報』第 4号 、1月 )

・ 末永雅雄『考古学の窓』 1月

・ 芹沢長介「(学界の趨勢)旧石器時代」 (『 日本考古学年報』16、 3月 )A

・ S・ A・ セショーノフ(田 中琢抄訳)「石器の用途と使用痕」

(『 考古学研究』第14巻 第 4号、3月 )

・ 佐原真「加茂遺跡」 (『伊丹市史』第 4巻史料篇 1、 3月 )

・ 末永雅雄編『摂津加茂』 (『 関西大学文学部考古学研究室』第 3冊、3月 )

・ 井尻正三『化石』(『岩波新書』673、 3月 )

。大井晴男「日本先土器時代の研究における残された問題について」

(『歴史教育』第16巻第 4号、4月 )A

・ 桜井清彦「(学界展望 )昭和42年の日本の考古学界」(   ク   )

。芹沢長介「(1967年の動向)十日石器時代」 (『 考古学ジャーナル』第19号 、4月 )B

・ 佐藤達夫「(1967年の歴史学界一回顧と展望― )先史 。原史」

(『史学雑談』第77編第 5号、5月 )

・ 直良信夫『ものと人間の文化史・狩猟』9月

・ 袖岡正清・三上貞二「山城盆地における有柄尖頭器の資料」

(『 古代文化』第20巻 第 8。 9号、9月 )

・ 岩野見司「二重県員弁郡照光寺西南遺跡出土の有舌尖頭器」(   ク   )

・ 天羽利夫「徳島県鳴門市大麻町出土の有舌尖頭器」(   ク   )

。大場範久「二重県出土の有舌尖頭器」(   ク   )

・ 芹沢長介「石器」 (『新版考古学講座』第 1巻、10月 )C

・ 藤森栄一「(材質研究)石器」(   ″   )

・ 考古学史研究グループ「戦後日本考古学の論点」 (『 文化評論』第85号、10月 )

。大井晴男「日本の先土器時代石器群の系統について」 (『北方文化研究』第 3号 )B

昭和 44年 (1969)

・ 芹沢長介「日本の石器時代」 (『 科学』第39巻第 1号、 1月 )A

・ 稲田孝司「尖頭器文化の出現と旧石器的石器製作の解体」

(『 考古学研究』第15巻第 3号、2月 )

・ 藤沢一夫・堀江門也他『河南町東山所在遺跡発掘調査概報』 3月

・ 大阪府教育委員会『大阪府文化財総合分布図』3月

・ 戸沢充則「第 4糸己と人類」 (『 地理』第14巻第 3号、3月 )

・ 郷土読本編さん委員会「無土器時代の遺跡」 (『郷土枚方の歴史』、3月 )

。江坂輝弥「(学界の趨勢)無土器時代」 (『 日本考古学年報』17、 3月 )

・伊藤玄三「(学界展望 )日召和43年の日本考古学界」 (『歴史教育』第17巻第 4号、3月 )

o二重県教育委員会『′亀羽 。志摩地区遺跡地図』(『 二重県埋蔵文化財調査報告書』1、 3月 )

。大井晴男「列島のあけぼの」 (『 日本文化の歴史』第 1巻、4月 )A

・ 芹沢長介「(1968年の動向)十日石器時代」 (『 考古学ジャーナル』第31号、4月 )B
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・ 小田静夫「(1968年の歴史学界一回顧と展望― )先史 。原史」

(『史学雑誌』第78編第 5号、5月 )A
・ 芹沢長介「先縄文文化」 (『 新版考古学講座』第 3巻、5月 )C
・ 田代克己「縄文文化以前の茨木」 (『茨木市史』、6月 )

・ 天羽利夫・立花博「徳島県甘枝遺跡採集の石器」 (『古代学』第16巻第 1号、8月 )

・ 芹沢長介「石器」 (『現代考古学』、8月 )D
。清野謙次「河内国南河内郡道明寺村字国府遺跡」 (『 日本貝塚の研究』、9月 )

・ 藤本篤「大阪地方のあけぼの」 (『大阪府の歴史』、9月 )

・ 岡田光義「大枝旧石器の発見」 (『乙訓文化遺産』第 4号、9月 )

。今里幾次「 1片の黒曜石片」 (『 加古川ロータリクラブ会報』策32号 、9月 )

。小野昭「ナイフ形石器の地域性とその評価」 (『 考古学研究』第16巻第 2号、10月 )

・ 山本慶―「鷲羽山遺跡採集の石器と土器」 (『倉敷考古館研究集報』第 6号、10月 )

・ 芹沢長介「日本の旧石器時代」 (『 日本と世界の歴史』第 1巻、10月 )E
・ 大井晴男「日本における先土器時代の磨製石斧について」

(『 考古学ジャーナル』第37号 、10月 )B
・ 赤松俊秀・山本四郎「原始・古代」 (『京都府の歴史』、11月 )

。大山柏「浜田博士の追憶―特に英国前期旧石器と巨石問題一」

(『 古代学』第16巻第 2・ 3・ 4号、12月 )

・ 小田静夫「日本先土器時代の様相一西南日本における細石器的性格への指向一」

(『 人類学雑誌』第77巻 第 5・ 6号、12月 )B

昭和45年 (1970)

・斎藤忠「近年における日本考古学界の動向」(『歴史教育』第18巻第3号、3月 )

・ 佐藤達夫「ナイフ形石器の編年的一考察」 (『東京国立博物館糸己要』第 5号、3月 )

・ 兵庫県教育委員会『荒神山遺跡調査概報』 3月

・ 四手井晴子「滋賀県の有舌尖頭器他」 (『 古代文化』第22巻第 3号、3月 )A
・ 安達厚三「奈良県宇陀郡宇陀川底発見の有茎尖頭器」(   ク   )A
・ 同志社大学考古学研究会「奈良県北葛城郡香芝町関屋発見の有茎尖頭器」(  ク  )
・ 置田雅昭「南河内発見の有茎尖頭器 1例」(   ク   )
・ 兼康保明「神戸市兵庫区下谷上出土の有茎尖頭器」(   ク   )
・ 春成秀爾「日本旧石器時代研究史から学ぶもの(1泊 (『 考古学研究』第16巻第 4号、3月 )

・ 渡辺直経「長谷部言人と日本人の人類学」 (『科学朝日』第30巻第 3号、3月 )

・ 杉原荘介・戸沢充則「西日本における先土器時代終末の研究」

(『 明治大学人文科学研究所年報』第10号、3月 )

・ 二重県文化財連盟『二重県遺跡地図』 (『 二重県埋蔵文化財調査報告』 4、 3月 )A
・    ク   『東名阪道路埋蔵文化財調査報告』 (『   ク  』 5、 3月 )B
・ 加藤晋平・畑宏明・鶴丸俊明「エンドスクレイパーについて」

(『 考古学雑誌』第55巻第 3号、3月 )

・ 山田木水『亀山地方郷土史』第 1巻、3月
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。大井晴男「いわゆる「有舌尖頭器」について」 (『北海道考古学』第 6輯、3月 )

・ 林謙作「福井洞穴における細石刃技術とその東北アジア・北アメリカにおける位置づけ」

(上 )。 (下 )(『 考古学研究』第16巻第 4号・第17巻第 2号、3月 ・ 9月 )

・ 谷田澄夫「吉備の夜明け」 (『 岡山県の歴史』、4月 )

。芹沢長介「(学界の趨勢)旧石器時代」 (『 日本考古学年報』18、 4月 )A

・ 安達厚三「石器の製作工程と機能に関する覚え書」 (『 古代文化』第22巻 第 5号、5月 )B

・ 直良信夫「明石原人骨の思い出」 (『 考古学ジャーナル』第44号、5月 )

・ 芹沢長介「兵庫県西八本出土旧石器の再検討」 (『 考古学研究』第17巻第 1号、6月 )B

・ 四手井晴子「京都市北嵯峨菖蒲谷池の石器」 (『 古代文化』第22巻 第 6号、6月 )B

・ 平安博物館考古第 1課編「日本旧石器時代文献目録 1」 (   ク   )

・ 間壁忠彦 。蔑子『岡山の遺跡めぐり』 (『岡山文庫』31、 6月 )

・ 間壁忠彦「玉野市の夜明け」 (『玉野市史』、7月 )

。安達房治「二万年の石器」 (『神戸史談』227、 7月 )

。中原正光「和歌山県海南市「原野大池遺跡」発見の石器について」

(『和歌山史学』第12号、7月 )

・ 安藤精―「和歌山のあけばの」 (『和歌山県の歴史』、8月 )

・ 芹沢長介「明石原人文化の再検討」 (『朝日新聞』9月 11日 夕刊 )

・ 掲磨正信 。中村貞史「和歌山県出土の有舌尖頭器」 (『 古代文化』第22巻第 9号、9月 )

・ 山田良三「京都府井手町出土の有舌尖頭器」(   ク   )

・ 山田耕司「香川県国分寺町西奥遺跡について」 (『郵政考古』倉J刊号、9月 )

。岡田光義「大枝旧石器の研究その 1」 (『 乙訓文化違産』第 5号、9月 )

・ 田辺昭三「土器以前の文化」 (『京都の歴史』 1、 10月 )      .     i

・遠藤順昭・町田章「讃岐広島心経山の弥生遺跡」 (『古代学』第17巻第2号、10月 )

・ 小林達雄「日本列島に於ける細石刃イングス トリー」 (『物質文化』第16号、10月 )

・ G.ク ラーク・ S.ピ ゴット・田辺義―・梅原達治訳『先史時代の社会』11月

・ 是川長「考古学生からみた三木地方 (加古川流域を中心として)の古代」

『三本市史』、11月 )

・ 片山長三「交野台地の旧石器時代」 (『交野町史』改訂増補一、12月 )B

・ 加藤晋平「先土器時代の歴史性と地域性」 (『郷土史研究講座』 1、 12月 )

・ 天羽利夫「徳島県下出土のナイフ形石器・細石器」 (『徳島県立博物館紀要』 1)

昭和 46年 (1971)

・ 大東市教育委員会『大東市そのむかしをたずねて』(リ ーフレット)1月

・ 小野山節「堺周辺の旧石器時代」 (『堺市史』続編第 1巻、1月 )

・ 小林行推「石器文化起源論」 (『 論集日本文化の起源 1考古学』、2月 )

・ 芹沢長介「旧石器時代の諸問題」 (『考古学ジャーナル』第53号 、2月 )

。大阪府教育委員会『大阪府文化財分布図・地名表』3月

・ 富田好久「旧石器時代の池田地方」 (『新版池田市史』概説篇、3月 )

・ 佐原真「先土器時代」 (『伊丹市史』第 1巻、3月 )          '
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・ 水野正好 。堀江問也他『国府遺跡発掘調査既要』

(『大阪府文化財調査慨要1971-7』、 3月 )

・ 考古学研究会『新 しい日本の歴史第 1編原始社会』 3月

・ 林謙作「(1970年の動向)十日石器時代」 (『 考古学ジャーナル』第55号 、4月 )

・ 戸沢充則「(学界の趨勢)先土器時代」 (『 日本考古学年報』19、 4月 )

・ 佐藤達夫「無土器文化の石器」 (『 日本歴史』第276号、5月 )

・ 三上貞二「山城盆地における旧石器文化の終木・縄文文化の初頭に関する予察」

(『桃山歴史地理』第10号、5月 )

・ 岡崎文喜「(1970年の歴史学界一回顧と展望― )先史・原史」

(『史学雑誌』第80編第 5号、5月 )

・ 桜井敬夫・西尾宏「遺跡と遺物」 (『交野町史』改訂増補二、6月 )

・ F.ボルド・芹沢長介・林謙作訳『旧石器時代』 6月

・ 稲田孝司 。小野昭「先土器時代研究の現状と課題」 (『 考古学研究』第18巻第 1号、6月 )

・ 八木哲浩・石田善人「歴史のあけぼの」 (『兵庫県の歴史』、6月 )

。大井晴男「先土器文化編年の時間的基準」 (『考古学ジャとナル』第57号 、6月 )

・ 都出比呂志・四手井晴子『京都府乙訓地方の石器―資料篇―』 8月

・ 小江慶雄・三上真二「京都市沢池遺跡」 (『京都教育大学紀要』A39号 、9月 )

・ 横山英介「日本の前期旧石器時代における剰片劉離技術の実体と後期旧石器時代への

関連性についての予察」 (『 考古学研究』第17巻第 2号、9月 )

・ 小田静夫「台形石器について」 (『物質文化』第18号、10月 )

・ 八幡一郎『(座談会)現代の考古学』10月

・ 平安博物館考古第 1課編「日本石器時代文献目録 2」 (『古代文化』第23巻 第11号、11月 )

・ 杉野文一「香川県豊島西端部の旧石器」 (『 古代吉備』第 7集、11月 )

。山田良三「京都府綴喜郡井手町の先史遺跡」 (『立命館支学』第317号、11月 )

・ 村川行弘「考古学生からみた芦屋」(『新修芦屋市史』本編、11月 )

。市原輝士「讃岐のあけぼの」 (『香川県の歴史』、12月 )

・ 小林達雄・小田静夫他「野川先土器時代遺跡の研究」 (『第四紀研究』第10巻第 4号、12月 )

・ 免山篤「大阪府高槻市土室の埴輪窯址」 (『 古代学研究』第62号 、12月 )

。二重県文化財連盟『二重の埋蔵文化財』(パ ンフレット)

昭和 47年 (1972)

・ 平安博物館考古第 1課編「日本旧石器時代文献目録 3」 (『古代文化』第24巻 第2号、2月 )

・ 石神恰『国府遺跡発掘調査慨要Ⅱ』(『大阪府文化財調査既要1971-3』、3月 )

・ 秋枝芳「奈良県橿原市川西町発見の有舌尖頭器」 (『古代学研究』第63号、3月 )

・ 北野耕兵「五軒家・伏見堂追跡」 (『富田林市史』第4巻、3月 )

。安達厚三「先土器時代」 (『岐阜県史び通史編原始、3月 )

・ J.E。 キダー・小山修三他「国際基督教大学時内Loc。 15の 先土器文化」

(『人類学雑誌』第80巻 第 1号、3月 )

・ 兵庫県教育委員会『特別地域埋蔵文化財遺跡分布地図及び地名表(第 1分冊 )』 3月
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・ 阪本直柔「先土器時代・縄文時代遺跡地名表(神戸編 )」 (『武陽史学』第 5巻第 2号、3月 )

・ 亀井熙人「原始文化の成立と発展」 (『鳥取県史』第 1巻、3月 )

・ 藤岡謙二郎編『洛西ニュータウン地域の歴史地理学的調査』 3月

・ 園田香融編『和歌山市における古墳文化』3月

・ 国立科学博物館 。朝日新聞社『日本列島展その誕生から人間登場まで』 4月

・ 平口哲夫「(1971年の動向 )十 日石器時代」 (『考古学ジャーナル』第68号、 5月 )

・ 芹沢長介「(学界の趨勢 )十日石器時代 (先縄文時代 )」 (『 日本考古学年報』20、 5月 )

・ 上野佳也「(1971年の歴史学界一回顧と展望― )先土器・縄文文化期」

(『 史学雑誌』第81編第 5号、5月 )

・ 同志社大学旧石器文化談話会「大和国香芝町の先土器時代遺跡」 (『 青陵』第20号、5月 )

・ 久野邦雄・秋枝芳「二上山麓出土の石器」(   ク   )
・ 福井英治『田能遺跡発掘調査報告 I(石器篇 )』 (『尼崎市文化財調査報告』第 7集、6月 )

・ 片岡肇「神宮寺式土器の再検討」 (『 考古学ジャーナル』第72号 、 8月 )

・ 香川大学教育学部地理学研究室編『香川の地理』8月

・ 坪倉利正・繹龍雄「京都府奥丹後地方の有舌尖頭器」 (『 古代文化』第24巻第 9号、9月 )

・ 片岡肇「舞鶴市小橋川川床発見の有舌尖頭器」(   ″   )
・ 京都新聞社『糸己元前の日本人展』(パ ンフレット)9月

・ 高橋邦彦・森井正・六車恵―・松本豊胤『さぬきの遺跡』 9月

・ 四手井晴子・木村孝雄・武山峯久「京都市広沢池・沢池の石器」

(『古代文化』第24巻 第10号、10月 )

・ 桜井敬夫「考古学」 (『四条畷市史』、10月 )

・ 吉田義隆「(二重県)度会郡玉城町カリコ遺跡発見の石器について」 (『歩跡』第 2号、11月 )

・ 鈴木道之助「縄文時代草倉1期初頭の狩猟活動」 (『 考古学ジャーナル』第76号、12月 )

・ 四手井晴子「石器」 (『瓜生堂遺跡・資料篇』)

・ 糸ETP風土記の丘資料館『日本の旧石器展一 おおむかしの石器―』(パ ンフレット)

・ 芹沢長介「C-14年代と日本考古学」 (『考古学と自然科学』第 5号 )

・ 藁科哲夫「サヌカイトの蛍光X線分析」(   ク   )

昭和 48年 (1973)

。「茨木の歴史」編集委員会『茨木の歴史』 1月

・ 堀江門也『嶋上郡衛跡発掘調査概要Ⅲ』 (『大阪府文化財調査慨要1972-1』、3月 )

・ 原日正三編『祖先のあゆみ』 3月

・ 芹沢長介「石器の話るもの」 (『 国文学』第18巻第 3号、3月 )

・ 志方町教育委員会『志方の文化財』 3月

・ 加西市教育委員会『郷土のあけばの一加西の石器文化―』

(『加西市文化財資料』第 2号、3月 )

・ 東宏「先土器時代」 (『大東市史』、3月 )

・ 山本昭「先土器時代」 (『柏原市史』第 2巻本編 (I)、 3月 )

・ 交野市教育委員会『かたの一文化財を中心とした一』 3月
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・ 安蒜政雄「関東地方における切出形石器を伴 う石器文化の様相」

(『駿台史学』第32号、3月 )A

・ 山本充久・山尾富美男 。中西靖人『大阪府泉南郡阪南町自然田地区埋蔵文化財試掘調査

報告書』(『大阪文化財センター調査報告 I』、3月 )

・ 兵庫県教育委員会『特別地域埋蔵文化財遺跡分布地図及び地名表(第 2分冊 )』 3月

。永山卵二郎編『(復刻 )倉敷市史』(第 1冊)4月

・ 杉原荘介『長野県上ノ平の尖頭器石器文化』

(『 明治大学文学部研究報告考古学第 3冊』、 4月 )

' 
・ 梅原木治『考古学60年』 5月

・ 芹沢長介・横山英介「(1972年の動向)十日石器時代」 (『考古学ジャーナル』第81号、5月 )

。今村敬爾「(1972年の歴史学界一回顧と展望― )先史 。原史」

(『 史学雑誌』第82編第 5号、5月 )

・ 原口正三「先土器時代」 (『高槻市史』第 6巻考古編、6月 )

・ 末永雅雄 。藤井祐介「国府遺跡」 (『 日本古代遺跡便覧』、9月 )

。中西靖人・辻内義浩『大阪府和泉市内田町及び唐国町所在埋蔵文化財試掘調査報告書』

(『 大阪文化財調査センター調査報告Ⅲ』、10月 )

・ 山田耕司「高松市久米山発見の石器」 (『郵政考古』第 3号、10月 )

・ 池田次郎「(日 本人種論)解説」 (『論集日本文化の起源 5日 本人種論・言語学』、11月 )

。安蒜政雄「先土器時代の研究」 (『 明治大学大学院紀要』第11集 (4)文学篇、12月 )B

昭和49年 (1974)

・芹沢長介編『最古の狩人たち』(『古代史発掘 1』、1月 )A
・ 星新一『祖父・小金井良精の記』 2月

・ 佐藤達夫「旧石器時代」 (『図説日本歴史 1日 本のあけぼの』、2月 )

・ 冨成哲也他『昭和47・ 48年度高槻市文化財年報』3月

・ 秋枝芳「吹田市吉志部遺跡採集の石器について」 (『吹田の歴史』第 2号、3月 )

・ 藤井祐介「朝日ケ丘縄文遺跡発掘調査報告」 (『芦屋市文化財調査報告』第 8集、3月 )

・ 真野修「明石川流域の考古学研究現状と課題(1池 (『神戸古代史』創刊号、3月 )A

・ 鎌木義昌「文化のあけばの一無土器時代」 (『兵庫県史』第 1巻、3月 )

・ 堀江門也『嶋上郡衛跡発掘調査概要Ⅳ』(『大阪府文化財調査慨要1973』 、3月 )

・ 林謙作「縄文期の集団領域」 (『 考古学研究』第20巻第4号、3月 )

。芹沢長介「(1973年の動向)十日石器時代」 (『考古学ジャーナル』第94号 、4月 )B

・ 水野正好・泉本知秀『国府遺跡発掘調査慨要Ⅲ』(『大阪府文化財調査ll■要1972-7』 5月 )

。松藤和人「京都市広沢池発見の石器」 (『 プレリュー ド』18、 6月 )A

・ 藤岡謙二郎「旧石器研究への思い出と関心」 (『 青陵』第25号 、6月 )

・ 小野昭他「(討議)縄文期の集団領域 (林謙作 )」 (『考古学研究』第21巻第 1号、6月 )

・ 松本正信・加藤史郎『土に埋れた文化財 (攻臣路の先土器時代～古墳時代 )』 6月

・ 岡茂雄『本屋風情』 7月

・ 中村善則「雌岡山周辺の石器」 (『神戸古代史』第 1巻第 3号、7月 )|    |   '



・ 兼康保明・真野修・落合重信「神戸・明石関係考古学文献目録」

(『歴史と神戸』第66号、7月 )

・ 杉原荘介『日本先土器時代の研究』 7月

・ 斎藤忠『日本考古学史』(『 日本歴史叢書』34、 8月 )

・ 富田好久 。亥野彊「文化のあけばの」 (『川西市史』第 1巻、8月 )

・ 同志社大学旧石器文化談話会

『ふたがみ一二上山北麓石器時代遺跡群分布調査報告書―』 9月

・ 鈴木公雄「「集団」研究のための覚え書き」 (『考古学研究』第21巻 第 2号、9月 )

・ 真野修「明石川流域の考古学研究現状と課題(3渇 (『ネ申戸古代史』第 1巻第4号、9月 )B

・  ク 「六甲山系南麓 (神戸市街地)分布調査」(   ク )C

・ 江坂輝弥「(考古学者列伝)本山彦一」 (『考古学ジャーナル』第100号、10月 )

・ 芹沢長介「学史展望」(   ク   )C
e平口哲夫「ナイフ形石器」(   ク   )

・ 西垣晴次「文化のあけぼの」 (『二重県の歴史』、10月 )

・ 岡山県立博物館『「岡山県の原始・古代」図録』10月

・ 志方町教育委員会『古代の志方(先土器時代～弥生時代 )習

(『志方町遺跡調査報告 。その 1』 、11月 )

・ 山本雅靖「河内国府遺跡出土の弥生式土器」 (『大阪文化誌』第 1巻第 3号、11月 )

・ 直良信夫「100万 年前の日本原八」 (『歴史読本』第19巻第 4号、11月 )

・ 真野修「明石川流域の考古学現状と課題(4泊 (『神戸古代史』第 1巻第 5号、11月 )D
・ 松藤和人「国府型ナイフ形石器をめぐる諸問題」 (『 プレリュー ド』19、 12月 )B

昭和 50年 (1975)

・ 橋本久 。福井英治「かりとすなどり」 (『宝塚市史』第 1巻、1月 )

・ 林謙作「縄文期の集団領域一補論」 (『 考古学研究』第21巻第 3号、2月 )

・ 石神恰『大園遺跡発掘調査概要Ⅱ』 (『大阪府文化財調査概要1974-15』 、3月 )

・ 冨成哲也他『昭和49年度高槻市文化財年報』3月

・ 安田喜憲「縄文文化成立期の自然環境」 (『考古学研究』第21巻 第4号 、3月 )

・ 小野昭「先土器時代石材運搬論ノー ト」(   ク   )
・ 和泉市教育委員会『和泉の文化財Ⅱ』 3月

・ 山本昭「玉手山出土の石器」 (『柏原市史』第 4巻史料編 (1)、 3月 )

・ 関西大学考古学研究室『垂水遺跡第 1次発掘調査慨報』 3月

。田辺昭三「淡路の遺跡概要 (無土器～弥生)」 (『武山遺跡発掘報告』、3月 )

・ 野尻湖発掘調査団『野尻泌の発掘1962-1973』 3月

・ 読売新聞記事「京に石器人 黒H程石の核発掘」 (『読売新聞』 3月 8日 )

・ 瀬,|1芳則『大昔からくらわんかまで』4月

・ 中原正光「紀北の先土器文化―ナイフ形石器の広がりについて一」

(『歴史手帖』第 3巻 4号、4月 )

。大阪市立博物館『淡路島の文化財』 (『展覧会目録』第64号 、4月 )
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・ 鎌木義昌「旧石器時代論」 (『岩波講座 日本歴史 1』、5月 )

・ 麻生優・加藤晋平・藤本強編『日本の旧石器文化』第 2巻、5月

・ 岡村道雄「(1974年の動向 )十日石器時代」 (『 考古学ジャーナル』第108号、5月 )

・ 戸田哲也「(1974年の歴史学界一回顧と展望― )先史・原史」

(『史学雑誌』第84編第 5号、5月 )

・ 山中一郎「彫器研究法」 (『 史林』第58巻第 3号、5月 )

。磯明男「野尻湖で発見された骨角器」 (『神戸古代史』第 2巻第 1号、6月 )

・ 近藤義郎「彫器とナイフ形石器」 (『 考古学研究』第22巻第 1号、6月 )

・ 都出比呂志「島本のあけばの」 (『島本町史』本文篇、7月 )

・ 稲田孝司「原始社会の日本的特質」 (『 日本史を学ぶ 1原始・古代』、 8月 )

・ 寺田和夫『日本の人類学』 8月

。佐原真「海の幸と山の幸」 (『 日本生活文化史 I日 本的生活の母胎』、9月 )

。瀬戸内海歴史民族資料館『瀬戸内海地域先土器時代遺跡地名表』 9月

・ 大阪市立自然史博物館『石器をうみだした山 。二上山』10月

・ 神戸市立考古館『生活用具の歴史』(パ ンフレット)10月

・ 枚方市文化財研究調査会『楠葉東遺跡見学のしおり』(パ ンフレット)
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近畿地方旧石器時代地名表

凡  例

1.本地名表は、近畿地方 (京都 。大阪・滋賀・兵庫・奈良・和歌山・二重)の 旧

石器時代の追跡地名表である。

2.所在地や標高・内容で不明なものは空白のまま残 した。将来さらに補いたい。

3.ナ イフ形石器 (国 )・ (塚 )は それぞれ国府型ナイフ形石器・塚原型ナイフ形石器

を指 し示す。詳しくは第 2部第Ⅱ章問題の所在についてを参照されたい。

4.本地名表作製に当っては、石神恰 。奥井哲秀・尾上実 。田代克己・田淵卯作・

都出比呂志・辻本充彦 。中野貞郎・灰掛薫 。藤沢一夫・藤田正篤・堀江門也 。真

野修・松藤和人・松下彰・松下晴子・松沢亜生等の諸氏に親切な御教示を得た。

記して厚 く感謝する。

5。 まだ不備疎漏な点があるであろう。諸賢の御叱正 と御教示によって一層完全な

ものとしたい。
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(京都府)

遺 跡 名 所  在  地 標  高 立 地 内 容 文 献 その他

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

本

菖 蒲 谷 池

京 都 御 苑

ケ ン 山 山 項

乗  楽  廻

疎 水 川 底

大

大

石

中

中

耳ヒ

ヨ予

枝

見

世

道

tコ

下 海 印 寺

山  崎  東

金 右衛 門垣 内

小 橋 川 床

山

池

池

山

沢

霊

広

原

久

海

手

條

浜

家

美

軒

井

商

久

京都市北区上賀茂本山

ク  ク 北嵯峨菖蒲谷池

″ 上京区京都御苑内

ク 左京区岩倉幡技町ケシ山山頂

″  ″ 乗楽廻中町

ク  ク 白川疎水川底

ク 東山区清閑寺霊山町

″ 右京区嵯峨広沢池ノ下町

鳴滝吉丁谷町

大原野馬繋場

大江東長町

ク  ク 石見

ク 南区中久世四丁目付近

向日市物集女中海道

ク 向日剪ヒ山

長岡京市下海印寺方丸

乙訓郡大山崎町

綴喜郡八幡町金右衛門垣内

ク 井手町上井手開

亀岡市曽我部町南條

舞鶴市小橋川川床

熊野郡久美浜町

中郡峰山町新治三軒家

4,200m

約180m

約副m
178m

,々50m

そ,170m

約50m

約375m

約150m

約猾m

ネ,45m

約20m

約30m

約40m

42～ 45m

?,35m

糸,100m

約10m

約40m

山中

山裾

平地

山頂

平地

川底

山中

山裾

山裾

台地上

平地

台地

丘陵上

台地上

丘陵上

台地

山麓

川床

丘陵上

木葉形尖頭器

ナイフ形石器(塚 )、 掻器剣片

石核

ナイフ形石器(国 )

石核 ?

木葉形尖頭器

ナイフ形石器(国 )、 翼状劉片、掻

器、石核、剣片、其の他

ナイフ形石器(国・塚 )、 翼状、剣

片、彫器、礫器、剣片、その他

掻器、有舌尖頭器

ナイフ形石器(国 )、 翼状劇片、彫器

細器、細石核、尖頭器、剣片、その他

剣片

縦剣石刃、細石核

剣片

ナイフ形石器(国 )

細石核、細石器、掻器、有舌尖頭器

ナイフ形石器(国・塚 )、 縦形掻器

ナイフ形石器(国 )、 翼状鋼片、剥片

有舌尖頭器

削器 ?

有舌尖頭器

田辺1970

四手井 1970、 三上1971

読売新聞1975

田辺1979

小江・三上1971

赤松・山本1969

田辺1970

三上1971、 四手井他1972

松藤1975

三上 1971、 小江・三上1971

四手井他1972

袖岡・三上19鶴、都出・四子丼1971

岡田1970、 三上 1971、 都

出・四手井 1971

都出1975

都出・四手井 1971

三上1971、 都出・四手井1971

片山1958、 都出1975

梅原 1923、 山田1970、 1971

夕てチF1960

片岡1972

坪倉・樗1972

(大阪府 )

No 追 跡 名 所  在  地 標  高 立  地 内、 容 文 献 その他

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

16

18

19

20

21

22

23

24

君Б

宿

伊

威

北陵体

奥

安

継

久  庄

勢  寺

慈 願 寺 山

郡 家 川 西 A

ク    C
津 之 江 南

郡 家 本 町

弁 天 山 A

ク     C

宮    田

水     室

皇  子  塚

聞 鶏 山 A
″     B

土     室

塚  原  A
//     B

郡 家 か 城

B

B

箕面市奥

茨本市安威

ク 太田

ク 上穂積

ク 宿久庄

高槻市奥天神町 1丁 目

ク 月見町

″  川IEヨ 円丁

″ 津之江北町

″ 郡家本町

ク 南平台

宮田町 3丁 目

氷室口丁2可
~目

ク 5丁 目

上土室 2丁 目

″ 1丁 目

塚原 3丁 目

今城町

約側m

約40m

約20m

約50m

511m

60m

15m

17m

10m

30m

65m

57m

100m

20m

26m

磁 n

80m

95m

65m

55m

冊 m

19m

台地上

山上

台地上

平地

丘陵上

平地

丘陵上

平地

谷問

丘陵上

台地上

平地

有舌尖頭器

翼状刹片

ナイフ形石器(国 )、 翼状剥片、

石核、ま」片

ナイフ形石器(国 )、 尖頭器

ク (塚 )

ク  、舟底形尖頭器

ク  、劇片

″  、石核、剣片

ク (塚 )、 劇片

有舌尖頭器

ナイフ形石器(塚 )

翼状剣片石核

翼状劇片、叩き石、剣片

有舌尖頭器

ナイフ形石器(塚 )

ク     、all片

ク  (国 )、 翼状剖片

ク (国 塚)、掻器、石核、握斧、剣片

有舌尖頭器

ナイフ形石器(国 )、 翼状創片、石核t

同

原口1973

「茨本の歴史」編集委員会

1973、 辻本充彦氏教示

奥井哲秀氏教示

辻本充彦氏教示

原口19硲

堀江1973、 原口1973

堀江門也氏教示

堀江1974

冨成他 1974

原日1973、 辻本充彦氏教示

堅田1967、 原口1973

辻本充彦氏教示

冨成他1975

辻本充彦氏教示

原口1973

辻本充彦氏教示

免山1971

四手井1964、 辻本充彦氏教示

辻本充彦氏教示

原口1973、 冨成1974
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(大阪府 )

No` 違 跡 名 所  在  地 標  高 立  地 内       容   1  文 献 その他

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

50

51

52

53

弘

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

塚

塚

西

瀬

前

Ｂ

部

水

東

山

池

寺

秦

上

山

城崎　ノ群志　葉囀］宮

狐

今

山

広

宮

新

吉

垂

楠

藤

津

神

太

打

岡

更  良  川

日 下 大 池

日

享

坊

正 輿 寺 山

六  万  寺

大 和 川 川 床

誉 田 白 鳥

新 池 第 1地 点

ク     2   //

//     3  //

穴 ・ ケ  谷

墓  ノ  浦

香

主

下

山

山

畑

府

山

山

田

尾

松

山

国

甘
回

勝

誉

池

谷中

今

春  日  山

狭  山  池

東  池  尻

柏     峯

穴虫峠第 1地点

//     2  //

″     3  //

屯鶴峯第 1地点

//     2  //

東     山

百 舌 鳥 本 町

四 ツ 池 付 近

野   々 井

南

園

床

太

太

陵

大

大

堀田1959、 片山1967、 桜

井1972、 東1973

片山1970、 東1973

藤井1966、 1967

梅原他1942、 藤井1966、 3

藤井1966、 3

凍蕉チF1966、  6

藤井1967

森・堀田 1968、 松下晴子氏教示

鎌木1957、 1959、 石神1972

藤野1940、 立命地理学同好会194

山本1973

秋枝19聖

尾上実氏教示

同志社1974

田代克己、松藤和人氏教示

末永1966

置田19Ю、北野1972

ク  石切町

″  四条町

ク  六万寺

藤井寺市船橋

″  惣社町

柏原市高尾山

″ 旭ケ岡 1丁 目勝松山

羽曳野市誉田

ク  白鳥 3丁 目

 ́ 飛鳥ヨシヤ山

ク   ″    新林

ク   ″ 寺山

ク    ク地獄谷、穴ケ谷

ク   ″ 墓ノ浦

″   ″ 今池

ク   タ 中谷

南河内郡狭山町狭山

ク   ク 東池尻

″  太子町春日柏峯

″    ″  ″ 】ヒ面

″  河南町東山

堺市百舌鳥本町

ク ク 陵南町

ク浜寺船尾町

ク野々井町

高石市綾井

和泉市父鬼町

″ 伯太町 6丁 目

草香山
  |1急}

約80m

約100m

約20m

,々25m

約250m

約Юm

約20m

約28m

約70～ 80m

約70～ 90m

約75m

約側～90m

約60m

100m

約200m

約85rn

65～ 陶m
80～ 130m

130～190m

120‐ 140m

約100m

約25m

約20m

約50m

約 7m

れ,390m

約12m

XXV



(大阪府 )

No. 追 跡 名 所 在 地 標  高 立  地 内 容 文 献 その他

大 野 池

西 山

海 岸 寺 山

新 家

三 升 五 合 山

和泉市尾井町大野池

岸和田市岡山

貝塚市半田

泉商市新宏

泉南郡阪南町東鳥三升五合山

約50m

約511m

上
　
　
上

陵
　
　
陵

丘
　
　
丘

有舌尖頭器

剣片

有舌尖頭器

灰掛薫氏教示

大阪府教委1969

石41恰氏教示

藤田正篤氏教示

(滋賀県)

No. 遺 跡 名 所 地在 標 高 立  地 内 容 文 献 その他

瀬 田 川 川 中

大 谷 河 原

田 上 高 原

比  都  佐

舅ト          オ子

山     溜

金 剛 寺 野

塚

番

一局

一島

大津市瀬田川

ク 田上里町滝ケ谷河原南束

蒲生郡比都佐

″ 蒲生町木村田中

ク 日野町西大寺薬王寺

ク 竜工町山面高塚

愛知郡八木荘村蚊野外

坂田那伊吹町春照村

約120m

川中

河原

台地

平地

山中

平地

有舌尖頭器

ナイフ形石器(国 )

異形局部磨製石鏃

有舌尖頭器

異形石鏃

中川1926、 四手井1970

四手井1970

島田1928

中川1922

島田1928、 四手井1970

中チ111929

/1ヽルト1941

(兵庫県)

No 追 跡 名 所 地在 標  高 立  地 内 容 文 献 その他

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

香 合 新 田

五  ケ  山

ク 旭 ガ 岡

仁     川

茂

園楽音

広 田 神 社

朝 日 ケ 丘

岩  ケ  平

会  下  山

荒  神  山

東  ノ  平

六 甲 村 東 部

下  谷  上

会  下  山

大  歳  山

池 下 A地 点

//  B  ″

谷

境

名

近

谷

池

麓

池

池

池

池

谷

池

山

池

白

付

　

　

南

　

ガ

棒

山

　

　

籠

喰

ケ

ガ

　

々

大
　
　
　
岡
　
　
手

商

青

金

雌

青

拍

因

上

鳥

喰

寺

野

水

川西市上加茂

宝塚市香合新田

ク 五ケ山

 ́ 仁川高九

″ 仁川

西宮市苦楽園

ク 広田町

芦屋市朝日ケ丘町

″ 岩園町岩ケ平

″ 山声屋町会下山

神戸市東灘区住吉町荒神山

″  ク  ″ 東ノ平

ク  ″ 六甲村東部

″ 兵庫区下谷上

″  ″ 会下山町

ク 須磨区須磨浦通

ク 垂水区名谷町中山

″  ″ 舞子町

ク  ク 玉津町

ク  ″ 神出町

ク  ″ 岩岡町

″     //  弓『里予R丁

明石市魚住町

ク 鳥羽野々池

″ 大久保町

約44m

約300m

約150m

約30m

約60m

約170m

170～ 226m

約200m

mm.

40m

約120m

30m

511m

80m

130m

140m

120m

135m

65m

40m

80m

30m

35m

25m

10m

台地上

山中

台地上

山上

山麓

丘陵上

台地上

丘陵上

山麓

丘陵裾

丘陵上

丘陵裾

山上

丘陵裾

丘陵上

ナイフ形石器(国 、塚)、 舟底形尖頭器

有舌尖頭器

ナイフ形石器

有舌尖頭器

石刃

ナイフ形石器

″ (国 )、縦制石刃、有舌尖頭器?

翼状剣片、剣片

有舌尖頭器

ナイフ形石器(国 )

縦all刃 器、尖頭器

有舌尖頭器

ナイフ形石器(国 )、 縦剣石刃、有舌尖頭器

ク  翼状劉片、剣片

ク  剣片

有舌尖頭器

ナイフ形石器(国 )、 細石核、有舌尖頭番

ク   票」片

石核 (国 )、 ナイフ形石器(塚 )、 剣片

ナイフ形石器(国 )、 RIl片

ク (国 、塚) ″

″  (国 )、 剖片

″ (国、塚)  ク

有舌尖頭器

ナイフ形石器(国 )、 剣片

木永19側、佐原19偶、富日,亥野19歿

橋本 。福井1975

福原1940

橋本・福井1975

藤沢一夫氏教示

村川19留

村川1966、 藤井1974

糸I里予1940

本すサ|11971

1:晏予れ11970

太田1932

兼康19η

安達1970

太田1932

真野1974、 3

真野修氏教示

本す)|11967

真野1974、 3

″ 、中村19馳

真野修氏教示

真野1974、 3

真野1974、 3

兼康1970

真野1974、 3
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(兵庫県 )

No. 違 肋 名 所  在  地 標  高 立  地 内 容 一又 献 その他

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

M
55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

西 山 新 池

七 ツ池 A地 点

ク  B ク

ク  C ク

//   D  ″

内

木

池

池

池

池

池

池

池

上

池

山

山

池

山

池

西

池

池

山

山

Ａ

Ｂ

松

山

松

塚

上

　

沢

谷

　

　

ガ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
一

の

人

　

　

際

目

之

植

岡

　

の

　

荘

　

山

山

　

喰

田

ケ

呂

　

狸

　

　

　

　

　

　

　

　

尾

松

西

和

琴

濤

風

野

潰

狐

山

新

日

城

里

宮

上

中

大

平

西

竜

横

横

投

岡

西

広

池

池

池

池

池

昌

池

岡

本

池

池

山

台

山

山

塩

岩

屋

谷

坪

上

　

　

寺

東

崎

坊

倉
　
　
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
　
　
芝
　
　
　
　
　
野

山

　

　

一又

重

代

逆

菩

亀

皿

駒

繁

鶴

高

福

青

長

手

国

八

八

大

碇

岩

真

柿

大

東

後 池

沢

明石市大久保町

加古郡稲美町

″  ク  六分一

″ 播磨町

加古川市平岡町

″ 西神吉町新植池

ク 大野町日岡山

″ 神野町西条

″  ク 里池

ク 平岡町

ク  ″ 和田

ク 西神基町

ク 宮ノ前大池

ク 平荘町

高砂市伊保町竜山

印南郡志方町横山

″  ″ 投松

ク  ″ 岡山

″  ″ 西喰松

ク  ″ 広尾二塚

″  ″ ク 東

ク  ク  ″後池

ク  ″ 大沢

ク  ″ 西山新池

ク  ク 七ツ池

加西市工野町逆池

ク 雨月町善坊池

″ 豊倉町亀倉池

″ 琵琶甲町皿池

ク 倉谷町駒が池

″ 青野ケ原

小野市 ″

加東郡滝野町高岡

神崎郡神崎町中茶屋

姫路市青山

″ 長池

″ 手柄山

ク 御回野町

″ 八家

ク 八代

ク 大塩町大塩

揖保郡御津町

津名郡淡路町岩屋

洲本市由良町佐昆真期谷

二原郡緑町倭文安住寺

10m

55m

15m

70m

15m

15m

15m

10m

35m

30m

15m

25m

25m

10m

20m

40m

40m

92m

約20m

約26m

約30m

約26m

約50m

20～ 塾m

約30m

36～ 38m

,々35m

約24m

,々48m

l,58m

寵,66m

黎,36m

イ,80m

約60m

黎,70m

76h

60m

87m

87m

87m

約300m

約30m

40m

15m

15m

150m

20m

約30m

丘陵上

丘陵上

丘陵

台地上

丘陵

丘陵上

丘陵裾

丘陵上

山裾

山陵上

山頂

丘陵

谷間

丘陵

谷聞

台地上

谷間

丘陵

谷間

台地上

山麓

山斜面

台地上

丘陵上

台地上

山裾

丘陵上

段丘上

山裾

山腹

山裾

丘陵上

谷間

ナイフ形石器(国 )、 剣片

人骨 ?礫器 ?

ナイフ形石器(塚 )、 剥片

″ (国、塚 )、  ″

ク  (塚 )、  ク

″ (国、塚 )、  ″

細石核、剣片

ナイフ形石器(国 、塚 )、 剣片

有舌尖頭器

ナイフ形石器(国、塚 )、 剣片

ナイフ形石器(塚 )  ク

ク (国、塚)、細石核、黒曜石片

″ (国 )ク

有舌尖頭器

ナイフ形石器(国 )、 剣片

″         ク 有舌尖頭器

尖頭器 ?

ナイフ形石器、細石核、細石器、有舌尖頭器

″  劉片

翼状all片 、劉片

ナイフ形石器(塚 )、 剣片

尖頭器、剣片

翼状剣片

ナイフ形石器、剣片

ク (国)  ク  削器

石核 ? 工J片

ク  削器

石核  ク

サイフ形石器(国 )、 翼状剖片、掻器、細石器

″  剣片

″  掻器、細石器

ナイフ形石器(国 )、 剣片

有舌尖頭器

ナイフ形石器(塚 )、 刹片、有音尖頭器

有舌尖頭器

縦長掻器

ナイフ形石器(国 )、 剣片

ク  (塚 )

ク   縦長象」片、黒曜石片

ナイフ形石器(国 )

有舌尖頭器

尖頭器

ナイフ形石器(国 )、 剣片

ケ (国、塚)、 剣片、有舌尖頭器

有舌尖頭器

真野1974、 3

直良1931

多毒妥予1974、  3

上田他 1965、 是川1970

是川1970

加古川束高校1965、 是川1970

鎌木1974、 是川1970

真野1974、 3、 是川1970

真野修氏教示

鎌木1974

志方町教委1973、 19馳

//     1974

//     1973、  1974

ク    1974

//     1973、

//     1974

ク     1973、

″     1974

加西市教委1973

増田1957

松本・加藤 1974

鎌木19密

松本・加藤1974

1974

1974

鎌木1974

大阪市博1975

鎌木1974、 大阪市博1975

X-1



(兵庫県 )

No. 追 跡 客 所  在  地 標  高 立  地 内 容 文 献 その他

８９

９０

９‐

９２

９３

９４

９５

９６

９７

９８

原

部

島

奥

堂

田

東

ケ

ケ

桂

西

石

和

長

小    倉

田ノ浜第 1地点

七 ジ ノ 鼻

太 島 西 部

三原郡南淡町長原

ク  ク 阿方

飾磨県宏島町男鹿島

ク  ク 太島

ク  ク 桂島

出石郡但東町

養父郡養父町石ケ堂

多紀郡篠山町和田

約60m

約15m

,々35m

約21m

約20m

約200m

平地

山麓

台地上

山項

台地上

平地

有舌尖頭器

ナイフ形石器 (塚 )

尖頭器

ナイフ形石器(塚 )、 削器、石核、黒曜石片

削器

尖頭器

有舌尖頭器

鎌木1974、 大阪市博1975

鎌木1962

鎌木1974

中野卓郎氏教示

(奈良県 )

No 追 跡 名 所 地在 標  高 立  地 内 容 文 献 その他

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

屯鶴峯第 3地点

滝  ケ  谷

サ  カ  イ

桜ケ丘第 1地点

ク     2  //

//     3  ″

鶴峯荘第 1地点

//     2  ″

″     3  ″

ク    4  ク

ク     5  ク

//     6  ク

シ  ル  谷

黒     岩

田尻峠第 1地点

//     2  //

″     3  ″

平 城 宮 址

川     西

宇 陀 川 川 底

北高城那香芝町中虫赤谷

ク   珍 田尻滝ケ谷

ク    クハヤシ、サカイ

″     ク穴虫、シル谷、赤土平

″   ″ ク 赤土平

″   ク ″ 十坊

″   ク ″ ニ ト山

″   ク ″ 三木
(ク

   ク ″ 二上山

グ   ″ ″ 十坊

″    ″ ク ニ ト山

ク     ク  ″ジル谷、三木

ク   ク 関屋黒岩

ク   ″ 穴虫

奈良市佐紀町

橿原市川西町

宇陀郡宇陀川底

80～ 100m

82--90m

80-90m

66^-80m

70～ 90m

約97m

約82m

70～ 74m

l10m

約密m

約76m

80-90m

100～ 130m

90m

■7～ 124m

122m

100～ 120m

約Юm
約80～ 100m

谷間

尾根上

台地

丘陵上

尾根端部

尾根上

丘陵上

台地上

丘陵上

段丘上

尾根上

丘陵上

尾根上

谷間

丘陵

平地

丘陵上

川底

ナイフ形石器(国 )、 翼状剣片、石核他

尖頭器、翼状剣片、石核他

槌石、石核、剣片他

ナイフ形石器(国 )、 翼状Fll片 、石核他

削器、all片 、石核他

剣片他

ナイフ形石器(国 )、 翼状劇片、石核他

削器、掻器、翼状all片 、石核他

ナイフ形石器(国 )、 翼状剖片、石核他

縦長象」片、石核他

削器、翼状剣片、石核他

翼状剣片、石核他

槌石、翼状劉片、石核他

縦長禁」片、石核他

ナイフ形石器(国 )、 翼状劉片、石核他

″  剥片、石核他

槌石、縦長rlJ片 、石核他

有舌尖頭器

同志社1974

松沢亜生氏教示

秋枝1972

τて挺登1970

(和 歌山県 )

No. 追 跡 名 所  在  地 標  高 立  地 内 容 文 献 その他

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

部

粉

井

尺

平

園

ノ

谷

河

口

池

池

山 東 大 池

総 網 寺 谷

町島

下

山

幡

オ申

津

畑

サ||

サ||

尾

原 野 大 池

田

池

瀬

田

生

徳

土

松

天

那賀郡粉河町荒見字中筋399

ク 貴志川町井ノロ

ク  ク  尺谷池

″  ″  平池

和歌山市永山山東大池

ク  園部

ク  総網寺谷

ク  鳴神具塚付近

海草郡下津町上字馬ノ谷

″ 野上町山畑

ク 美里町三尾川

海南市幡川

″ 原野661

有田郡吉備町徳田

ク 湯浅町

日高郡川辺町松瀬

御坊市天田

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

６５

５０

６０

５０

６０

約

約

約

約

約

イ,40m

約120m

9々60m

山裾

平地

山裾

平地

山裾

小支丘

J」コ騒

有舌尖頭器

ナイフ形石器

ク  (国 )

″  (国 、塚 )、 尖頭器

有舌尖頭器

ナイフ形石器

ク    尖頭器

翼状禁」片、石核、剣片

ナイフ形石器(国 )、 剣片

ク  (塚 )

石核、剣片

有舌尖頭器

潟磨・中村1970

中原1975

紀伊風上記の丘1972、 中原1975

掲磨・中村1970

紀伊風土記の丘1972

中原1970

紀伊風土記の丘1972

中原1975

安藤1970、 紀伊風上記の丘19i2

xxwan



(和 歌山県 )

No 追 跡 名 所  在  地 標  高 立  地 内 容 文 献 その他

野  島  A
″     B

野 島 壁 川 崎

白 浜

御坊市野島

ク  ″ 壁川崎

西牟婁郡白浜町

削器、刃器状ま」片、石片

ナイフ形石器、掻器、石核、刹片

ク  (塚 )

有舌尖頭器

紀伊風上記の丘1972

中原1975

紀伊風上記の丘1972

(二重県 )

No. 遺 跡 名 所 地在 標  高 立  地 内 容 文 献 その他

l

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

東

サ

ナ

池

ナ

ノ

ソ

ゴ

ノ

谷

ダ

タ

谷

ゴ

南

野

塚

山

山

山

宮

登

賀

子

野

野

沢

越

出

鷹

田

谷

留

菅

野

原

野

田

張

野

野

広

野

神

生

松

校

曽

谷

尻

浦

沖

広

山

山

西

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

宮

　

　

　

　

　

　

　

　

　

学

　

　

　

　

　

　

　

牟

寺

大

　

色

尾

岡

一

佐

　

　

　

　

　

　

　

　

　

見

波

　

下

　

　

　

　

ケ

　

間

ケ

　

　

　

中

　

の

園

　

　

　

　

　

　

　

　

　

山

　

　

　

　

　

　

　

可

光照

中

高

一
中

高

椿

加

津

荒

平

西

長

名

東

西

新

岩

北

上

楠

栃

茶

新

出

岡

宮

太

三

石

丹

笠

篠

大

池

野

柳

西

桧

弥

相

員弁郡大安町石博南照光寺

ク  ク 中大野

二重郡菰野町杉谷高塚

四日市市朝明町保々野

″  小山町中尾山

鈴鹿市高岡町茶山

ク 椿一宮町

ク 加佐登町

ク 津賀町向山

ク 広瀬町荒子

ク 平野町尼ノ橋

ク 国府町西ノ野

″ 鈴峯町長沢

亀山市田村町名越

久居市本村甲東出1924-外

ク 西鷹

松阪市田村新田

ク 上川町岩見谷

飯南郡飯南町波留

多気郡大台町上管萩原地

″  ″ 下楠楠ケ野

ク  ″ 栃原協和中北方

ク   珍  ク茶園宮野1071

ク  ク  ″ 新田

ク  ク  ″ 出張333

″  ″  ク新田岡ガ野

″  ク  ″ 宮野

ク 勢和村色太大間広

″  ク ク 三ケ野

″   ″  ク三ケ野石神

ク  ク笠松

″ 片野篠山中学校

ク 丹生大曽4894

ク  ク池の谷

ク    // 里予瘍見1786

″   ク 初,1甫 2271

ク  ク 西沖9394

ク  ク 桧広

多気町相可弥生

ク  ″ 牟山

″ 笠棟ノ谷

″ 田中サソダ

″  ク ナゴサ

ク 野中池の谷

″ 成川ナゴ

約閉m

約70m

約140m

約140m

約100m

,々50m

約100m

約40m

約105m

イ,40m

約40m

台地上

川床

台地上

山中

台地上

山中

台地上

台地上

平地

台地上

台地上

台地上

段丘上

平地

平地

平地

台地上

有舌尖頭器

剥片石器

有舌尖頭器

細石器

有舌尖頭器

細石器

有舌尖頭器

細石器

有舌尖頭器

石核

有舌尖頭器

掻器

剣片石器

縦形掻器、彫器他

掻器他

石刃、掻器

ナイフ形石器(塚 )、 石器類 多数

掻器

ナイフ形石器(塚 )、 機器、剣片、有舌尖頭器

握斧

有舌尖頭器、打製石斧、掻器、剣片他

石器類

尖頭器

石核、尖頭器、有舌尖頭器

え手里予1968

ブく功み1968

二重県文化財連盟1970

山崎1891

梅本1961

二重県文化財連盟1970

プ(蒻君1968

二重県文化財道盟1970

プく蒻み1968

鈴木19関、岩野1957

大場1968

二重県文化財連盟1970

吉田1972

二重県文化財連盟1970

大場1968

月R言[1964

澄田1963、 19併 、早∫|・ 奥1965

大場1968

二重県文化財連盟1970

プく里子1968

大場1968

二重県文化財達盟1970

大場1968

二重県文化財連盟 1970

りき1963

二重県文化財連盟1970
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(二重県)

No. 遺 跡 名 所  在  地 標  高 立  地 容内 文 献 その他

４７

４８

４９

５０

Ы

５２

５３

割

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６‐

６２

６３

働

山

寺

コ

出

り

浜

矢

中

嶺

社

津

広

戸

郎

Ａ

Ｂ

麓

山

キ

の

　

　

　

旧

　

　

　

一ハ
地

　

東

臼

法

リ

　

　

ゴ

　

　

　

社

　

之

清

　

　

　

　

岡

レ

ナ

　

　

　

矢

　

　

　

郎

茂

″

茂

茶

妙

力

岩

ア

ヨ

大

里

長

大

木

井

大

次

当

　

登

岸

度会郡玉城町中楽茶臼山

ク  ″ 妙法寺

ク  ″ 世古カリコ

ク  ″ 岩出

″  ク 中角アレキリ

ク 商勢町

志摩郡磯部町下文部郷大矢

ク  ク 飯浜尾崎

ク  ク 下文郷長嶺

ク     ク    // りく出手1409

ク  ク 迫関木津

ク  ″ 夏車井之広

ク 阿児町大清戸

ク 大王町船越次郎六郎

″  ク 当茂地

″  ク 船越登茂山

鈴鹿市岸岡町雲雀山

黎,15m

約10m

台地上

丘陵端

台地上

平地

台地上

台地上

山中

石刃核

石核

ナイフ形石器(塚 )、 石核、剣片石器等

石斧

尖頭器、掻器

掻器

ク 尖頭器

ナイフ形石器

″    掻器、尖頭器

細石核、掻器、石刃

ナイフ形石器(塚 )、 細石核、掻器、石刃

親指形掻器

fIJ片 石器

細石器

細石核、尖頭器

細石器

大場1968

二重県文化財連盟1970

吉田1972

二重県文化財連盟1970

鈴木1956、 岩野1957

岩野1957

二重県文化財連盟1970

鈴木1956、 岩野1957

二重県文化財連盟1970

I
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